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30歳代、40歳代を中心とした子育て世帯が増加しており、
母親の不安が軽減され、安心して子育てができる環境の
充実が必要

全国的な傾向と同様、本区の主要な死亡原因は、がん、
心疾患、脳血管疾患などの生活習慣病が上位を占めてお
り、食生活の改善等、生活習慣病の予防の取組が必要

銀座・日本橋・築地など、国内外から多くの観光客が訪れ
る日本を代表するにぎわいのまちであることの特性を踏ま
えて、生活衛生の向上や感染症対策への取組が必要

 【現況と課題】

子育てに関して困り事があったときには、いつでも身近な地域で相談ができるよう地域ぐるみで支援できる環境づくりを推進

関係機関の連携によるライフステージに応じた切れ目のない支援を行い、障害者の社会的自立と社会参加を一層促進

障害者福祉関係機関が相互に連携しながらネットワークを築き、地域の相談支援機能を強化して、サービスを提供

生活困窮者への相談体制や支援策の充実が課題

認知症高齢者や判断能力が十分ではない方の権利を守
る取組や、地域全体に虐待防止に関する意識を高めること
が必要

 【現況と課題】
個人の尊厳を尊重し、年齢、性別、国籍、障害の有無など
の多様性や、多様な価値観を認め合う「共生社会」や、「共
同参画社会」のさらなる実現に向けた取組が必要

①多様性を認め合う社会の構築

権利擁護
虐待防止

共同参画

健康づくり
（介護予防）

男女の役割分担の固定化・偏重をなくすことや男女平等を阻む暴力防止の意識啓発

社会福祉協議会と連携して相談窓口を拡充、市民後見人のさらなる養成に取り組むなど体制の充実
民生・児童委員、警察等の関係機関、ＮＰＯ法人等による地域の社会資源相互のネットワークの強化

サービスの提供

3  互いに尊重しあって生きていくために

共生社会

②すべての人の尊厳が守られる社会の推進

①子どもが健やかに育つ地域づくり

「育ちに支援を必要とする子ども」については、関係機関が相互に連携し、ライフステージに応じた切れ目のない支援と見守りを実施

子育て支援
きめ細かな子育て支援サービスの充実、子育てに関する多様な相談に応えられるよう相談体制の充実

サービスの提供
障害のある方が個性や能力をいかしながら、一人一人のニーズとライフスタイルに応じたサービスが受けられる体制の整備

地域生活の支援

安心部会報告概要（案）

大項目 施策の方向性

出産・育児を行うすべての保護者が孤立感や不安感を感じることなく、心身ともに健康に子育てできる環境を整備
困りごとがあったときに、身近な場所で相談でき、支援を必要とする家庭が適切なサポートを受けることができる環境づくり

1  すべての人々が健康であるために ①ライフステージに応じた健康づくり

 【現況と課題】

②健康危機管理対策の推進

母と子の健康

心の不調や自殺予防について正しい知識を持ち、必要な時に早期に相談や治療につなげる取組を実施
若年から高齢までそれぞれのライフスタイルに応じて手軽に健康づくりに取り組める環境づくりや、受動喫煙防止対策の推進

正しい知識や食を選ぶ力を身につけ実践するための支援など、子どもから高齢者に至るまで生涯を通じた食育の推進

健康づくり

行政や地域住民による見守り活動など、一人暮らし高齢者などの孤立防止と高齢者が支え合う地域づくりの推進
災害時における安否確認や避難誘導等の支援体制の強化

地域包括ケアシステムの定着・機能に向けて、介護と医療の連携や地域の社会資源の発掘・活用の推進、多様な担い手による生活
支援や高齢者が安心して生活できる住まいなど、きめ細かいサービスが提供できる体制の整備

感染症対策
予防方法の普及・啓発、平常時よりの情報共有、患者発生時の調査、検査、および保健指導などの確実な対応
国や東京都、関係機関と連携しながら旅行者が多い本区の特性を踏まえた体制の充実・整備を推進

居住の場の拡充や日中活動支援の強化、施設から地域への移行支援や働く機会の場の拡大、就労継続や職場定着などを推進

②障害者が地域で自立し、充実した生活を送ることができる環境づくり

③高齢者が住み慣れたまちでいきいきと暮らし続ける環境づくり

地域生活の支援

区民が住み慣れた地域で多様化する医療ニーズに応じて適切な医療を選択できるよう、区民に対して正確な医療情報を提供
診療所、薬局などと連携を図り、区民が安全に安心して医療を受けることができる体制づくりを推進

保育を必要とするすべての子どもが保育施設を利用できるような環境の整備

相談支援体制の一層の充実、地域の社会資源との協働により社会的自立に向けた幅広い支援を展開

高齢者がこれまで培ってきた能力や経験をいかせるようさまざまな社会参加の場や機会の提供や、主体的な活動を促す環境づくり

区内の運動できる施設や地域の活動団体だけでなく、民間によるサービスを含め、自らの意思で選択して活用できる体制づくり
身近な場所で運動できる機会を増やすため、区民が主体的に行う健康づくりの輪を広げる取組を支援

さまざまな違いを越えて、相互に理解し合い、支え合う地域社会の実現に向けて、区民や民間事業者等に対する一層の普及・啓発

ワーク・ライフ・バランスの推進、区の政策・方針決定過程や地域活動への参画などの一層の拡大

ユニバーサルデザインのまちづくり、心のバリアフリー、障害者差別解消、動物の愛護と適正な飼養の普及・啓発

本区の乳幼児人口は平成30（2018）年には１万人を超える
と推計。このため、保育や子育て環境の整備をはじめとし
たさまざまな課題に対応していくことが急務

人口の増加に伴い、障害者福祉サービスの受給対象者は
増加傾向。今まで以上に、障害特性を踏まえ、一人一人
のニーズに応じたライフステージを通じた支援が可能とな
るよう基盤整備と支援体制の充実が必要

本区の平成28（2016）年１月１日の高齢化率は国の率より
低いものの、高齢者人口は年々増加し、これに伴い、要支
援・要介護認定者数も増加。高齢者が住み慣れた地域に
おいて元気で心豊かな生活を継続できる社会を実現する
取組が必要

地域に暮らす人々の生活課題が多様化・複雑化する中、
分野をまたがる複合的な課題や制度の谷間にある課題が
生じてきており、従来の公的な福祉サービスを充実・整備
するだけでは対応しきれない状況も見られる

食生活の安全を守り、健康被害を防止するために、区と各事業者団体などとの連携を強化し、衛生的で快適な生活環境を確保

2  誰もがいきいきと暮らしていくために

子どもの
健やかな育ち
の支援

教育・保育の一体的提供を進め、就学前教育の充実と義務教育に至る学びの連続性を確保

子どもが安心して自由に遊べる場を確保、友だちやさまざまな人と触れ合いながら成長できるような環境の充実

医療

【資料４】 


